


6.歩⾏行行⽐比較�

QOR　

Quality  of  Rehabilitation	


【初回ご利利⽤用時】� 【ご利利⽤用時1年年9か⽉月⽬目】�





7.評価�

QOR　

Quality  of  Rehabilitation	


・10m歩⾏行行評価�
�
【H28.3】　　　　 40.5秒　　  　(ご利用6ヶ月目)	
  
	
  
　　　　　　　　　　　↓	
  

【H29.5】　　　　 24.6秒　　  　(ご利用1年9か月目)	
  
	
  

さらに10m歩行の16秒短縮に成功！	
  
ご利用開始から50.4秒の短縮に成功している

のです！	
  
	
  
�
�



8.⽣生活の変化�

QOR　

Quality  of  Rehabilitation	


・単独での外出�
 　 　これまで定期受診に⾏行行かれる際はご家族様の付き添い�
 　 　 　が必要でした。�
 　 　 　ですが今はお⼀一⼈人でタクシーに乗り病院に⾏行行くことが�
 　 　 　出来るようになっており、より⾃自⽴立立した在宅宅⽣生活に�
 　 　 　近づいております。�
 　 　 　�
�
�
 　�



9.課題と対策�

QOR　

Quality  of  Rehabilitation	


・ダメージの蓄積�
これまで⾝身体ダメージの蓄積を懸念念して取り組んできました。�
しかし⽇日常的に杖の使⽤用は⽋欠かせません。⿇麻痺側に⽐比べ右側の荷重及び使⽤用⽐比率率率
が⾼高いためダメージの蓄積が⾒見見られてきている。�
�
�
�
【対策】�
肩・腰の慢性疼痛とならぬよう現状の⾝身体機能維持期間の延⻑⾧長のため、今の内に
ヘルパー⽀支援等の⼿手助けを増やすことを担当ケアマネージャーの⽅方と連携をとり
ご提案しております。�
 　�



10.統括・おわりに�

QOR　

Quality  of  Rehabilitation	


⿇麻痺の回復復はプラトーといわれる“発症から3カ⽉月がピーク”となると
いう定説があります。そのためそれ以降降のリハビリテーションの効
果は低く、経過が経つにつれて回復復の過程は緩やかになるというの
が⼀一般的な⾒見見解です。�
しかし、A様の場合ご利利⽤用開始時にはプラトーは過ぎておりました
がご利利⽤用開始から半年年で⼤大きな⾝身体機能の回復復を遂げました。そし
てそれからまた1年年経過し進化を続けています。�
結果我々がこれまでの1年年何をしていたかと申しますと定量量運動と
休息による⾝身体機能の底上げを⾏行行ったのです。�
運動を⾏行行った時間と同等の時間の休息を取って頂き、個別リハビリ
では筋緊張、筋疲労緩和に徹しました。体にダメージを残さず運動
した分のみを体に吸収して頂くためです。そんな徹底を⼀一年年続けま
した。⼀一⾒見見単純で華やかな内容では決してありません。ですがス
タッフを信じて下さりひたむきにリハビリを続けて頂けた結果が今
回の成果です。�
�
�
�
 
 

�


